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平成２４年度～平成２８年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名  加計学園                ２ 大学名   岡山理科大学          

 

３ 研究組織名  大学院工学研究科                         

 

４ プロジェクト所在地  岡山市北区理大町 1-1                  

 

５ 研究プロジェクト名  QOL 向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成        

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                                  

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

山田 訓 工学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  ２６名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

山田 訓 
工 学 研 究

科・教授 

生活支援機器のための学習

アルゴリズムの開発と応用 

学習アルゴリズムの確

立 

赤木 徹也 
工 学 研 究

科・教授 

ウェアラブル制御機器の開

発と生活支援機器への応用 

弁、アクチュエータなど

の要素機器の開発 

金枝 敏明（平成２４

年―平成２７年） 

工 学 研 究

科・教授 

新型人工関節の開発とその

加工法の研究 
人工関節加工法の確立 

衣笠 哲也 
工 学 研 究

科・教授 

生活支援機器のための柔ら

かい移動機構開発と応用 

柔らかい小型移動機構

を用いた搬送支援装置

開発 

クルモフ バレリー 
工 学 研 究

科・教授 

高齢者・障碍者用歩行支援

知能ロボットの開発 

歩行支援知能ロボットの

開発 

堂田 周治郎 
工 学 研 究

科・教授 

ウェアラブル機器の開発と生

活支援機器への応用 

人工筋などの要素機器

の開発 

藤本 真作 
工 学 研 究

科・教授 

腰部アクティブ補装具の制御

系設計に関する研究 

補装具のための制御系

制御法の確立 

吉田 浩治 
工 学 研 究

科・教授 

生活支援機器のための柔ら

かい移動機構のための制御

系設計 

柔らかい小型移動機構

を用いた搬送支援装置

の制御系設計 

久野 弘明 
工 学 研 究

科・准教授 

生活支援機器のための生体

情報計測システムの開発と

応用 

生体情報計測システム

の確立 
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平野 博之 
工 学 研 究

科・教授 

化学工業装置の小型化にと

もなう移動現象解析 

移動現象解析に基づく

環境改善技術の開発 

笠  展幸 
工 学 研 究

科・教授 

省エネルギーシステム用電

力変換器の開発 

省エネルギーシステム

技術の開発 

金谷 輝人（平成２４

年―平成２７年） 

工 学 研 究

科・教授 

環境調和型表面処理技術の

開発と輸送機器等への適用 
環境調和技術の開発 

河村 実生 
工 学 研 究

科・教授 

超伝導スーパーモーターの

開発および応用研究 

省エネルギー技術の開

発 

桑木 賢也 
工 学 研 究

科・教授 

粉体が関わる環境機器の熱

流動解析 

熱流動解析に基づいた

環境改善技術の開発 

後藤 義明 
工 学 研 究

科・教授 

動作・行動計測による生活空

間での QOL 及び省エネ向上

技術の開発 

住宅の高寿命化技術の

開発 

福原 実 
工 学 研 究

科・教授 

環境負荷が少なくレアメタル

を使わない機能性材料の開

発 

環境改善材料の開発 

關  正憲（平成２６

年―平成２８年） 

工 学 研 究

科・准教授 

環境負荷低減のための機械

要素の小型軽量化の研究 

環境負荷を低減できる

加工法の開発 

松下 大輔（平成２４

年―平成２８年） 

工 学 研 究

科・准教授 

ワーカーの行動計測に基づく

ワークプレイスの省エネルギ

ーと知的生産性の研究 

ワークプレイス内の行動

解析技術の開発 

（共同研究機関等） 

西村 直之 

ナカシマメ

デ イ カ ル

（株）・課長 

新型人工関節の開発 
共同で新型人工関節の

開発を実施 

余田裕之 

岡 山 県 工

業 技 術 セ

ン タ ー ・ 研

究員 

人工関節材料の加工技術の

開発 

共同で新型人工関節の

開発を実施 

天野 久徳 

総 務 省 消

防庁 消防

研究センタ

ー・主幹研

究官 

柔軟全周囲クローラの開発 開発基礎実験と評価 

日野 実 

広 島 工 業

大学・工学

部・教授 

軽金属材料への環境調和型

表面処理技術の開発と輸送

機器等への適用 

各種表面処理の開発基

礎実験と評価 

猪里 孝司 

大 成 建 設

（株）・プロ

ジ ェ ク ト リ

ーダー 

ワーカーの行動計測に基づく

ワークプレイスの省エネルギ

ーと知的生産性の研究 

ワークプレイスでのワー

カーの行動計測 

長原 政治（平成２４

年―平成２６年） 

古 河 電 子

㈱ 半導体

素 材 製 造

課・副課長 

超伝導モーターの開発 

超電導コイル用セラミッ

クス熱伝導冷却素材の

開発および製作 

小林 斉也（平成２４ 戸 田 工 業 環境負荷が少なく、レアメタ 鉄化合物の物性評価 
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年―平成２６年） （ 株 ） 研 究

開発部・サ

ブグループ

リーダー 

ルを使わない機能性材料の

開発 

宗本 順三 

株 式 会 社

ラウムアソ

シエイツ一

級 建 築 士

事務所 

ワーカーの行動計測に基づく

ワークプレイスの省エネルギ

ーと知的生産性の研究 

知的生産性に関わるワ

ークプレイス最適化技術

の開発 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ワーカーの行動計測に

基づくワークプレイスの

省エネルギーと知的生

産性の研究 

工学研究科・教

授 
宗本 順三 

知的生産性に関わるワ

ークプレイス最適化技術

の開発 

（変更の時期：平成２５年 ４月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

岡山理科大学工学

研究科・教授 

京都美術工芸大学工芸学

部・教授（予定） 
宗本 順三 

知的生産性に関わる

ワークプレイス最適化

技術の開発 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

軽金属材料への環境

調和型表面処理技術

の開発と輸送機器等へ

の適用 

岡山県工業技術

センター・グルー

プ長 

日野 実 
各種表面処理の開発基

礎実験と評価 

（変更の時期：平成２５年 ４月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

岡山県工業技術セ

ンター・グループ長 

広島工業大学・工学部・教

授 
日野 実 

各種表面処理の開発

基礎実験と評価 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境負荷低減のための

機械要素の小型軽量

化の研究 

   

（変更の時期：平成２６年 ４月 １日） 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 工学研究科・准教授 關  正憲 
環境負荷を低減でき

る加工法の開発 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ワーカーの行動計測に

基づくワークプレイスの

省エネルギーと知的生

産性の研究 

京都美術工芸大

学工芸学部・教

授 

宗本 順三 

知的生産性に関わるワ

ークプレイス最適化技術

の開発 

（変更の時期：平成２６年 ９月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

京都美術工芸大学

工芸学部・教授 

株式会社ラウムアソシエイ

ツ一級建築士事務所 
宗本 順三 

知的生産性に関わる

ワークプレイス最適化

技術の開発 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境負荷が少なくレアメ

タルを使わない機能性

材料の開発 

戸田工業（株）研

究開発部・サブグ

ループリーダ 

小林斉也 鉄化合物の物性評価 

（変更の時期：平成２７年 ４月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

戸田工業（株）研究

開発部・サブグルー

プリーダー 

NEDO 研究員 小林斉也 鉄化合物の物性評価 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

超伝導スーパーモータ

ーの開発および応用研

究 

古河電子株式会

社 
長原 政治 

超電導コイル用セラミッ

クス熱伝導冷却素材の

開発および製作 

（変更の時期：平成２７年 ４月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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古河電子株式会社 古河電子株式会社 長原 政治  

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境調和型表面処理

技術の開発と輸送機器

等への適用 

工学研究科・教

授 
金谷輝人 環境調和技術の開発 

（変更の時期：平成２８年 ４月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

工学研究科・教授 
技術科学研究所・客員研究

員 
金谷輝人  

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

新型人工関節の開発と

その加工法の研究 

工学研究科・教

授 
金枝敏明 人工関節加工法の確立 

（変更の時期：平成２８年 ４月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

工学研究科・教授 
技術科学研究所・客員研究

員、特任教授 
金枝敏明  

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ワーカーの行動計測に

基づくワークプレイスの

省エネルギーと知的生

産性の研究 

工学研究科・准

教授 
松下 大輔 

ワークプレイス内の行動

解析技術の開発 

（変更の時期：平成２９年 ３月 １日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

岡山理科大学・工学

研究科・准教授 

大阪市立大学・生活科学研

究科・教授 
松下 大輔  
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【 目的と意義 】 地元岡山の産業の活性化に大きく貢献したことが認められ、高い評価（最

終評価Ａ）を得た「地域社会とのコラボレーションによるＱＯＬ向上の一体的アプローチ」（文科

省・私立大学学術研究高度化推進事業・社会連携研究推進事業：平成１８－２２年度）におい

て、大幅な進展を達成した生活支援機器と環境改善の研究に絞り、これらをさらに深化させ、

QOL(Quality of Life)向上を目指す支援技術の研究拠点を形成し、国家「新成長戦略」の２

つの柱（ライフ・イノベーションとグリーン・イノベーション）の発展に資することを目指す。 
【 実施体制 】 ２つのテーマに分かれて遂行する。（テーマ１）【生活支援機器による QOL
の向上】：ユーザーの多様な要求に応えられる高機能な生活支援機器を開発し、ＱＯＬ向上を

目指す。（テーマ２）【環境改善による QOL の向上】：材料、エネルギー、工業装置、建物に関

わる各種改善技術を開発し、広義の環境を改善することにより QOL 向上を目指す。 
【 計 画 】 「ＱＯＬイノベーション研究センター」を設置し、ここを拠点に、社会連携研究推進

事業で共同研究を実施した企業等を中心に技術的・学術的な交流を促進し、共同研究、シン

ポジウム（研究報告会）開催、外部評価の委託、装置の共同利用などを行う。 

（２）研究組織 

 本学において公募にて選ばれた、大学院工学研究科の５専攻に所属する１９名の教員（う

ち１名はプロジェクト開始後転出、３年目に１名追加し、３名は最終年度に辞退）と、共同研究

機関の７名の研究員を合わせた２６名の構成員からなる（下記組織図参照）。プロジェクトの

趣旨を理解するとともに、QOL に関わる研究を実施している学内の若手教員に、研究力向

上、リーダーシップ育成を柱に公募を行った結果、３０代と４０代の若手教員が半数以上を占

める構成となった。プロジェクトの円滑な運営および評価・点検のための学外有識者からなる

外部評価委員会の設置、地元企業への成果発表の定期的な交流の場としての OUS フォー

ラムの活用により、組織を客観的にチェックできる仕組みが整っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価委員会 （ テーマ １ ） 

【生活支援機器による QOL の向上】 

金枝 敏明 
久野 弘明 

③「生体関連技術」 

金谷 輝人 
福原 実 

①「材料改善技術」 

關 正憲（H26 年度より） 

河村 実生 
笠  展幸 

②「エネルギー技術」 

平野 博之（リーダー） 
桑木 賢也 

③「装置改善技術」 

宗本 順三 
④「屋内環境改善技術」 

後藤 義明 
松下 大輔 

代 表 者 
山田 訓 

全体総括（研究・予算） 

成果報告会 

「ＱＯＬイノベーション研究センター」 
本学 B1 号館１階 

日野 実（広島工業大学） 
小林 斉也（戸田工業株式会社） 

長原 政治（古河電子株式会社） 

猪里 孝司（大成建設株式会社） 

西村 直之（ナカシマメディカル株式会社） 
余田 裕之（岡山県工業技術センター） 

テーマ２総括 

サブテーマ間の調整 

山田 訓 （ リーダー ） 
クルモフ バレリー 

②「知的制御」 
テーマ１総括 

サブテーマ間の調整 

OUS フォーラム 

学外有識者 

地元企業ほか 

OUS（Okayama University of Science）フォーラム：2001 年度（平成１３
年度）より実施している本学の研究シーズ発信のためのフォーラム 

堂田 周治郎 

吉田 浩治 
赤木 徹也 

衣笠 哲也 
藤本 真作 

①「ロボティクス」 

天野 久徳（消防省消防庁） 

年１回開催 

年度末：年１回開催 

中間：年４回開催（予定） 

年１回開催 

矢印の意味【 連 携 】 

随時情報交換の実施 

共同研究の実施 

研究発表・研究論文の共同執筆など 

宗本順三氏は本学から異動した京都美術工芸大学、株式会社ラウムアソ
シエイツ一級建築士事務所在職中も、本学の後藤教授、松下准教授と連
携し、本プロジェクトで購入した超音波３次元ロケーションシステムを活用
し、学内計測の場合は後藤教授、松下准教授が行った結果を宗本氏を含
めて解析、学外計測の場合は、３名が協力して計測・解析してきた。 
金枝敏明氏、金谷輝人氏、松下大輔氏は、最終年度に辞退したが、それ
までに研究は完了していた。 

（ テーマ ２ ） 

【環境改善による QOL の向上】 

勉強会 
年度末：年１回開催 

中間：年４回開催（予定） 
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（３）研究施設・設備等 

本プロジェクトの研究推進拠点は、「地域社会とのコラボレーションによるＱＯＬ向上の一体

的アプローチ」において建設した建物（本学 B1 号館）であり、ここに新たに「QOL イノベーショ

ン研究センター」の標識を設置するとともに、研究活動拠点とした。本プロジェクトでは、既存

の研究設備・装置のほかに、以下の研究設備・装置を整備した。（すべて平成２４年度整備） 

（１）ハイスピードデジタルビデオ収録システム（Photron：FASTCAM SA-X model 324K-C1K） 

ロボット・アクチュエータ・人工関節等の動作解析（本学 B1 号館１階実験室設置） 

（２）FORTUS360mc-S 造形システム（Ｓtratasys：FORTUS360mc-S） 

３次元形状を持つ機械部品の加工（本学 B1 号館１階実験室設置） 

（３）超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡システム（日立ハイテク：SU8010） 

固体表面微構造の観察（本学 C3 号館２階機器室設置） 

（４）マイクロ PIV 計測システム（DANTEC Dynamics） 

マイクロ流路内及び関連容器内の移動現象の可視化と計測（本学 B1 号館１階実験室

設置） 

（５）光学干渉計観測・計測システム 

(溝尻光学株式会社：MZ4-150, Photron：FASTCAM SA5) 

粒子周りの熱流動現象の可視化と計測（本学 B1 号館１階実験室設置） 

（６）超音波 3 次元ロケーションシステム ZPS-３D（古河機械金属（株）：ZPS-3D） 

超音波利用による人の位置の連続計測（本学 B1 号館４階製図室設置） 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

プロジェクト全体として、２つのテーマとも、１年目は、各要素技術の基礎研究を行い、２年目

は基盤技術を確立するとともに応用研究を行い、３年目は基盤技術の確立と応用研究を行

い、４年目は応用研究を推進し、５年目で基盤技術を構築した。得られた成果は以下の通り

である。【 斜体文字（波線）は補足説明を参照 】 

（ テーマ１ ）【生活支援機器による QOL の向上】 

ユーザーの多様な要求に応えられる高機能な生活支援機器を開発することを目的として

おり、生活支援機器のハードウエアや実機を用いた制御アルゴリズムの開発を行う①「ロボ

ティクス」、柔軟な制御アルゴリズムの開発を行う②「知的制御」、人体活動計測や人工関節

の開発を行う③「生体関連技術」の３つのサブテーマからなる。これらのサブテーマに分かれ

て、ハードウエア、ソフトウエアの両面から生活支援機器に必要な技術の開発を行った。 

①「ロボティクス」では、軽量・小型で安価なサーボ弁（＊１）と内径から変位を計測するセン

サの性能改善（＊２）や超音波センサを用いた変位センサ（＊３）やワイヤ式リニアポテンショ

メータ（＊４）を開発し、柔軟アクチュエータの性能改善として逆駆動性を有する柔軟空気圧シ

リンダの開発（＊５）や、新しい駆動原理である低沸点流体を利用した流体駆動源（＊６）を用

いた柔軟アクチュエータの開発を行った。ウェアラブルな生活支援機器に必要なアクチュエー

タとその制御弁（圧力制御型疑似サーボ弁（＊７））などの要素技術の開発を行った。これら

の柔軟アクチュエータを用いたリハビリテーション機器の開発（＊８）を行った。そのモデルに

基づいた最適設計や制御システムの構築に成功した。居住空間内での自由な移動を可能に

する柔軟全周囲クローラの走行性能を改善し、階段走行を可能にし（＊９）、遠隔での観察を

可能にするデュアルカメラシステム（＊１０）を開発した。柔軟全周囲クローラの制御法設計の

ために、動力学モデルの構築と（＊１１）旋回特性解析を行い、積層構造を持つより柔軟な機

構の開発を行った（＊１２）。腰部アクティブ補装具のための柔軟アクチュエータを開発した。

生活支援機器として必要な柔軟で安全性が高く多様な動きが可能なハードウエアの開発に

成功している。柔軟アクチュエータの設計パラメータの影響について実験的検証を行い、構

築した動特性モデルに基づき制御系を設計した（＊１３）。 
②「知的制御」では、ランドマークに基づく自動地図生成、障害回避、経路生成等の居住空
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間内を自由に移動するための基本制御アルゴリズムを開発（＊１４）し、実機の試作を行っ

た。また、生活支援機器で必要な様々な動きを効率よく学習するための複合行動と

Incremental normalized Gaussian networks(INGnet)を用いた強化学習法を開発した

（＊１５）。生活支援機器で必要な柔軟な制御アルゴリズムの開発に成功している。 
③「生体関連技術」では、ガーターバネ付き衝撃緩和型人工股関節のための基本特性を

解析し、最適な構造を見出した（＊１６）。また、生体情報に基づく行動計測の一つとして、脳

波や画像解析により、閉眼やわき見運転・携帯電話操作などを検出する解析法を開発した

（＊１７）。 
（ テーマ２ ）【環境改善による QOL の向上】 

材料、エネルギー、工業装置、建物に関わる各種改善技術を開発し、広義の環境を改善

することによる QOL 向上を目的とし、環境調和型表面処理と環境低負荷型機能性材料に関

わる技術の開発を行う①「材料改善技術」、新エネルギーおよび省エネルギー技術に関わる

技術開発を行う②「エネルギー技術」、工業装置に関わる改善技術の開発を行う③「装置改

善技術」、建物内における生産性向上や生活支援技術の開発を行う④「屋内環境改善技術」

の４つのサブテーマからなる。各々のテーマに分かれて、材料、エネルギー、装置、建物を軸

とした各種改善技術を開発し、広義の環境改善技術の開発に取り組んできた。 
①「材料改善技術」では、機械的特性に優れたカーボン添加マグネシウム合金(UH 合金)

の開発に成功し、ノート型 PC 匡体に適用されるなどの成果となって結実した（＊１８）。伝統

的なセラミックス製品中に生成する特異な性質を示す鉄を主成分とする物質の生成条件を明

らかにするとともに、セラミックス表面を金色に呈色させることに成功した（＊１９）。材料の表

面処理技術（キャビテーションピーニング）の最適化を実施し、表面処理技術による材料の疲

労寿命向上を実証した（＊２０）。 
 ②「エネルギー技術」では、省エネルギーシステム用電力変換器である電気自動車用永久

磁石同期電動機インバータ制御システムの開発に成功し、試作電気自動車に搭載した（＊２

１）。超伝導スーパーモーターの開発に取り組み、ジェットエンジンの出力重力比を超える超

電導モーターが開発可能であることを見出した（＊２２）。 

 ③「装置改善技術」では、粉体が関わる環境機器内で生じる現象を整理し、これまで常温常

圧にのみ適用可能であった粉体特性図を、高温・加圧状態にまで適用可能なものにすること

に成功した（＊２３）。また、ごみ焼却炉内の熱流動解析モデルを構築し、シミュレーションの

結果、実測データと良好な一致を得た（＊２４）。微小流路を流れる流体の計測・解析により、

高効率な化学反応を実現するための形状を見いだした（＊２５）。気液二相流装置内の流動

様相を計測・解析して最適条件を導いた（＊２６）。塩水を用いた太陽エネルギーの蓄熱機構

の解析を行った（＊２７）。 
 ④「屋内環境改善技術」では、超音波を利用した医療者の動線計測に基づく病院内の効率

的な看護環境計画を行った。住宅内の生活行動に基づく環境改善、オフィス内のワーカーの

業務行動に基づく環境改善に関する方法論を提示した（＊２８）。設備機器の更新で廊下に

後付けする排水用レールの安全な断面形状を高齢被験者実験で調べ、成果が優良住宅部

品の認定基準に反映された（＊２９）。 
＜優れた成果が上がった点＞ 

＜特に優れた研究成果＞ 以下の成果をはじめ 126 報の論文と 54 件の受賞となった。 

（ テーマ１ ）ウェアラブル制御機器として、チューブの屈曲を利用した安価なサーボ弁（＊

１）、逆駆動性を有する柔軟空気圧シリンダ（＊５）、低沸点流体を利用した流体駆動源（＊６）

などを開発した。センサ内蔵型のゴム人工筋の性能改善（＊２）やこれらの柔軟アクチュエー

タを用いたリハビリテーション機器の開発（＊８）を行った。柔らかい小型移動機構である柔軟

全周囲クローラについて、動力学モデルを構築し滑りを伴う状況下での旋回特性を明らかに



（様式 2） 
 

法人番号 331001 
プロジェクト番号 S1201041 

 
した（＊１１）。また試作機RT05-COBRAを完成させ、階段昇降を含む屋内の障害物における

走行を実現した（＊９）。人工関節の開発においては，ユニークな構造が認められ，その成果

が２件の特許認可に結びついた（＊３０）。 

（ テーマ２ ）チクソモールド法を適用し、構造欠陥が少なく機械的特性に優れるカーボン添

加マグネシウム合金(UH 合金)の開発等に成功した（＊１８）。この合金は、既にノート型 PC
匡体に使用されており、自動車用部品等への適用も充分期待できる。α-酸化鉄（III）膜厚を

制御して金色に呈色させることに成功した（＊１９）。また、大きな保磁力をもつ磁性体として

期待されていながら、微結晶しか得られなかったε-酸化鉄（III）の大きな結晶を合成すること

に成功した（＊１９）。モーター部品や顔料への適用が可能である。電気自動車用インホイー

ルモータを、モータの数式モデルを活用した各種センサの状況に応じた制御をマイコンを用

いてインバータで駆動した。本技術を導入した電気自動車に搭載可能なインバータユニットを

開発し，岡山県による試作車両により有効性を確認した（＊２１）。廊下に後付けする排水用

レールの安全な断面形状を高齢被験者実験で調べ、成果が優良住宅部品の認定基準に反

映された（＊２９）。 

 

＜課題となった点＞ 

テーマ１・テーマ２のいずれにおいても、それぞれのサブテーマに関連した要素技術および制

御系の開発に成功し、中間評価の指摘にしたがってテーマ間連携も行えたが、企業と連携し

ながら、得られた成果を実用化へと繋げるための試作機を開発するという最終成果には至ら

なかった。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

論文や学会発表、特許という形での研究成果は得られているが、実用化するために企業との

連携が必要である。 

OUS フォーラムで積極的に発表し、企業との連携の可能性を探った。OUS フォーラムには、5

年間で計 71 件の発表を行った。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

優れた研究成果が得られているが、産業界との連携を図るためには、個別の連携実績を積

む必要があり、研究成果の具体的な応用例を提示する必要がある。 

OUS フォーラムで積極的に発表し、企業との連携の可能性を探った。OUS フォーラムには、5

年間で計 71 件の発表を行った。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

各テーマで基盤技術の構築はできたので、具体的な応用例を提示し、企業との連携を図っ

て、実用化を目指す。 

高度高齢化社会でのニーズを踏まえ、高齢者も安心して暮らせるための技術への展開を図

る。具体的には、介護・リハビリテーション機器の開発、高齢者見守りシステムの開発、安心

で安全な住環境構築のための技術の開発、家庭内インフラ点検機器の開発等である。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

柔軟全周囲クローラについて、試作機 RT05-COBRA を完成させ、階段昇降を含む屋内の障

害物における走行を実現することができたので、今後実機開発を目指したい。さらに、多様な

空間での移動が可能なことから、屋根裏や床下などのインフラ点検への適用も検討したい。

人工股関節については、連携企業と特許の申請を行い権利化した（＊３０）。構造欠陥が少な

く機械的特性に優れるカーボン添加マグネシウム合金(UH 合金)の開発等に成功（＊１８）
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し、さらにこの合金は、既にノート型 PC 匡体に使用されている。今後、利用製品の拡大や特

許取得を目指したい。電気自動車に搭載可能なインバータユニットの開発に成功し、岡山県

による試作車両により、すでに有効性を確認できるに至っている（＊２１）。今後、実車の開発

を目指したい。 

 

専 門 用 語 の 補 足 説 明 

ガーターバネ ：パイプや円筒等を円周外側からシールするため使用されている材料に、外

から輪ゴムのような形で締め付けるリング状のバネ。輪ゴムのような働きを持つ。 

クローラ ：環状のベルトを回転駆動させ，これを用いて走行する移動機構。 

アクチュエータ ： 油圧や電動モーターでエネルギーを並進・回転運動に変換する駆動装置。 

サーボ弁 ：時間的に変化する目標圧力や流量に追従して出力することのできる制御弁。 

ウェアラブル ：身につけることができる（実装可能な）。 

キャビテーションピーニング ：水中での局部的な減圧により発生するキャビテーション気泡

が流速の低下でつぶれる際に生じる強い衝撃力を利用した表面改質処理。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） QOL               （２） 生活支援機器         （３） 知的制御       

（４） 生体材料            （５） 機能性材料          （６） 省エネルギー    

（７） 環境機器            （８） 作業効率           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 

テーマ毎に分けて掲載する。 
（ テーマ１ ）【生活支援機器による QOL の向上】  （ 発表論文全 74 報掲載： うち査読有 60 報 ） 
(1) Y. Okada, Yoshiki, N.Abe, N. Hisamori, T. Kaneeda, S. Moriyama, H. Ohmori, M. Mizutani, H. Yanai, Y. 

Nakashima, Y. Yokoyama, T. Ozaki: Verification of Implant Surface Modification by a Novel Processing 

Method,  Acta Medica Okayama, Volume 71, 岡山大学, 49-57 (2017).  （＊１６） 

(2) T. Kinugasa, T. Haji, K. Yoshida, H. Amano, R. Hayashi, K. Tokuda, M. Iribe: Development of Flexible 

Mono-Tread Mobile Track Using Rotational Joints, Journal of Intelligent and Robotic Systems, DOI: 

10.1007/s10846-016-0374-8, (published first online, 2016). （＊１０） 

(3) T. Kinugasa, R. Iwado, N. Miyamoto, M. Kurisu, M. Okugawa, T. Haji, K. Yoshida, H. Amano, R. Hayashi: 

Shelled structure for flexible mono-tread mobile track, Journal of Applied Electromagnetics and Mechanics, 

Vol. 52, No. 3-4, 891-896 (2016). （＊９） 

(4) 高谷健太・淺井利成・クルモフ バレリー：ROS と Gazebo ソフトウエアによる移動ロボットシミュレーション環

境の開発，岡山理科大学技術科学研究所年報，34，1-7 (2016)．(査読無) （＊１４） 

(5) K. Sugihara, S. Fujimoto and K. Yoshida: Development of Electric Wheelchair with Consideration of 

Driving Environment -Control Method of Force Feedback Joystick-, International Journal of Advanced 
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7th International Conference on Applied Human Factors and Ergonomics, AHFE,30/July/2016, (2016) 
p315-322. 

(4) M. Kawamura: Superconducting motor and generator cancelled out self-induction for high power-to-weight 
ratio, 6th international symposium on Energy Challenges and Mechanics (ECM6), Inverness, Scotland, UK, 
August, (2016). 

(5) T. Yamaguchi, H. Hirano, K. Kuwagi: Numerical Computation of Gas-Liquid Two Phase Flow in Rectangular 
Container with Aeration from Center of Bottom, Proc. of the Seventh International Conference on 
Information, pp.365-368, 15-28 Nov., (2015), National Taiwan University, Taipei, Taiwan, ISBN 
4-901329-08-1. 

(6) M. Seki and H. Soyama: Fatigue Strength of Steel Rollers and Gears Treated by Cavitation Peening with a 
Processing Time of 1 minute and 5 minutes, Twelfth International Conference on Flow Dynamics, (Sendai, 
Japan) (2015), 640-641. 

(7) Y. Kusano, M. Fukuhara,  T. Fujino,  J. Takada,  M. Takano: Microstructure and Formation Mechanism of 
Gold Colored Pattern on Traditional Japanese Stoneware, 14th.Interna’l Conf . European Ceramics Society, 
(Toledo, Spain) (2015). 

(8) T. Kanadani, N. Nagata, K. Nakagawa, M. Hino and K. Murakami：Serration and Reversion Treatment in 
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Al-Zn Alloys, 14th International Conference on Aluminum Alloys (ICAA14), (Trondheim) (2014), Abstracts 
124. 

(9) H. Kamiya, A. Yamada, E. Satoh, D. Matsushita and T. Kumakawa : A Study Analysis of the Sense of Burden 
and Amounts of Trips of Nursing Staff in Providing Nursing Care, The 45th APACPH Conference 2013, 
Wuhan, China, Oct. 24-28 (2013). 

国 内 学 会 （ 全 187 件中 10 件掲載 ） 

(1) 笠原宗一郎・崎山昭宏ジュニア・勝田恭平・宮田崇生・谷川圭宏・丸岡航・關正憲・祖山均：最適化されたキ

ャビテーションピーニングを施した浸炭硬化鋼の転動疲労寿命に関する基礎的研究，日本機械学会中国

四国支部 第 54 期総会・ 講演会講演論文集（CD-ROM），No.175-1，K802.pdf，広島，（2017)．（＊２０） 
(2) 平賀大地・大前浩弥・加藤駿介・木並裕理・平野博之：マイクロ流路内における液々二相交互流の可視化，

第 53 回化学関連支部合同九州大会講演予稿集, p.22, 北九州, (2016). 
(3) 河村実生：自己無誘導型超電導モーターの研究開発、低温工学・超電導学会、東京, (2016). 
(4) 笠原宗一郎・關 正憲・﨑山昭宏ジュニア・宮田崇生・祖山 均：水中キャビテーション噴流による壊食量とノ

ズル穴形状の関係，日本設計工学会 2016 年度秋季研究発表講演会講演論文集，福岡, (2016) pp. 
167-170． 

(5) 金谷輝人・永田教人・日野実・堀川敬太郎・中川惠友・福原実・村上浩二：アルミニウム合金の疲労強度に

及ぼす表面析出組織と水素の影響, 日本金属学会・日本鉄鋼協会中国四国支部第 59 回材質制御研究

会、広島, (2016). 
(6) 依藤 司・松下大輔：BLE を用いた住宅内の生活動線計測手法の研究, 第 39 回情報･システム･利用･技術

シンポジウム論文集, 日本建築学会, (2016). 
(7) 後藤義明・古瀬敏・佐藤克志・ 三宅舞：シルバーカーの走行に与える影響についての実験 後付け排水用

レールの形状に関する研究 その 3, 日本建築学会大会講演梗概集(関東), (2015) pp. 659-660 （＊２９） 
(8) 桑木 賢也・小金篤人・Azri Bin Alias・平野博之・高見 敏弘：二粒子間に働く横方向力と紛体流動特性の

無次元化による関係性の検討, 混相流シンポジウム 2014, D222, 札幌, (2014). 
(9) 日野実・平松実・村上浩二・金谷輝人：めっきにおける水素発生と材料強度，日本金属学会・日本鉄鋼協会

中国四国支部第 123 回金属物性研究会（招待講演），岡山(2015.12). 
(10) 平野博之, 松野弘貴, 岩本光生, 桑木賢也, 岡本直孝: 塩濃度勾配型ソーラーポンドにおける移動現象

の数値計算, 日本機械学会熱工学コンファレンス 2012 講演論文集 No.12-62, D226, 熊本(2012), pp.395–

396.（＊２７） 
その他発表（OUS フォーラム）（ 全 25 件中 7 件掲載 ） 

(1) 高橋直也・松村裕司・平野博之・押谷 潤・桑木賢也：減圧された空間内における熱流体の特性，岡山理科

大学 OUS フォーラム 2016 アブストラクト集, p9, Nov.11, 2016,  岡山プラザホテル． 
(2) 河村実生・ムハマド サレー・圓藤大輔・木曽正章・黒瀬康弘・佐藤富男・山本晃平：超伝導モーター・発電

機、OUS フォーラム、岡山（2016） 
(3) 小金 篤人・桑木 賢也・衣笠 哲也・平野 博之：ＰＥＰＴによる振動粉体層内の流れの３次元可視化，岡山

理科大学 OUS フォーラム 2016 アブストラクト集, p.8, Nov.11, 2016,  岡山プラザホテル． 
(4) 關 正憲・笠原宗一郎・﨑山昭宏ジュニア・宮田崇生：キャビテーションピーニング条件の最適化に関する基

礎的研究，岡山理科大学 OUS フォーラム 2016 アブストラクト集，岡山（2016），15． 
(5) 松下大輔：ＢＬＥによる屋内行動軌跡計測法の開発, 岡山理科大学 OUS フォーラム 2016 アブストラクト集, 

岡山(2016), 13 
(6) 金谷輝人・永田教人・山西琢磨・井端千恵・村上浩二・日野実：車載用アルミニウム合金‐エンジニアリング

プラスチック接合部材の開発，岡山理科大学 OUS フォーラム 2014，岡山(2014),11. 
(7) 笠 展幸・飯田 隆彦・伊藤 収・大原 秀樹・竹原 伸夫・秋山 尚已・勝田 智宣・吉田 寛：電気自動車

OVEC-ONE のモータ駆動用インバータの研究開発, 岡山理科大学 OUS フォーラム 2013 アブストラクト集, 
岡山(2013),  7. （＊２１） 
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シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
【 ホームページによる公開 】 

 本プロジェクトの紹介を http://www.ous.ac.jp/qol/index.html にて学外に広く紹介してい

る。ここで、本プロジェクトの目的・意義、メンバーの研究テーマ、業績、成果報告会の案内を

掲載している。 

【 成果報告会・勉強会・外部評価 】 

 年度末の報告会においては、テーマ・サブテーマ毎の成果報告会、学外研究者による勉強

会、学外有識者による外部評価を合わせて実施している。５年間の実施状況は以下の通り

である。 

平成24年度「QOL向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成」（私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業）成果報告会（2013 年 3 月 6 日 於 B1 号館 2 階セミナー室） 
  特別講演： 岡山大学自然科学研究科 奈良 重俊 教授 
  外部評価委員： ちゅうごく産業創造センター 産業部長 奥本芳治 氏 
             岡山県産業振興財団 技術支援部長 深井康光 氏 
             岡山経済研究所 理事・所長 平井則夫 氏 
平成 25 年度「QOL 向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成」（私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業）成果報告会（2014 年 3 月 10 日於 B1 号館 2 階セミナー室） 
  特別講演： 岡山大学自然科学研究科 小野 努 教授 
  外部評価委員： ちゅうごく産業創造センター 産業部長 奥本芳治 氏 
             岡山県産業振興財団 技術支援部長 深井康光 氏 
             岡山経済研究所 理事・所長 平井則夫 氏 
平成 26 年度「QOL 向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成」（私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業）成果報告会（2015 年 3 月 9 日於 B1 号館 2 階セミナー室） 
  特別講演： 岡山大学自然科学研究科 高岩 昌弘 准教授 
  外部評価委員： ちゅうごく産業創造センター 産業部長 奥本芳治 氏 
             岡山県産業振興財団 技術支援部 次長 横田尚之 氏 
             岡山経済研究所 理事・所長 古城寿彦 氏 
平成 27 年度「QOL 向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成」（私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業）成果報告会（2016 年 2 月 29 日於 B1 号館 2 階セミナー室） 
  特別講演： 広島大学総合科学研究科 市川 貴之 准教授 
  外部評価委員： ちゅうごく産業創造センター 常務理事 奥本芳治 氏 
             岡山県産業振興財団 経営支援部長 深井康光 氏 
             岡山大学 研究推進産学官連携機構 医療系本部 蔵本孝一 氏 
「QOL 向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成」（私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業）最終成果報告会（2017 年 3 月 13 日 於 岡山国際交流センター国際会

議場） 
  特別講演： 三菱電機株式会社 開発本部 役員技監 田中 健一 氏 
  外部評価委員： ちゅうごく産業創造センター 常務理事 事務局長 千葉治義 氏 
             岡山県産業振興財団 総務部長 深井康光 氏 
             岡山大学研究推進産学官連携機構 産学官連携本部 齋藤晃一 氏 

＜これから実施する予定のもの＞ 

未発表の研究成果を平成２９年度の本学 OUS フォーラム（2017 年 11 月 27 日）にて発表

予定。 
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１４ その他の研究成果等 

＜ 受 賞 ＞ 
（ テーマ１ ）【生活支援機器による QOL の向上】 （ 全 23 件掲載 ） 
(1) 金枝敏明：精密工学会フェロー(2017). 

(2) 金枝敏明：日本機械学会フェロー(2016).  

(3) Y. Matsui, T. Akagi, S. Dohta, W. Kobayashi and H. Tamaki: Development of Simple 3D Measuring Device using 

Low-cost Wire Type Linear Potentiometer for Flexible Spherical Actuator, 2016 International Conference on 

Mechanical Engineering and Robotics Research (ICMERR 2016) Best Presentation Award (2016). 

(4) T. Akagi, S. Dohta and Y. Zhang: Theoretical and Experimental Analysis of Wearable Control Valve with 

Self-holding Function Using Permanent Magnets, 日本フルードパワーシステム学会 平成 27 年度「学術論

文賞」 日本フルードパワーシステム学会 (2016). 

(5) T. Akagi, S. Dohta, T. Morimoto and S. Shimooka: Development of Compact Flexible Displacement Sensors 

Using Ultrasonic Sensor for Wearable Actuators, 2016 International Conference on Mechanical, 

Manufacturing, Modeling and Mechatronics (IC4M 2016)  Excellent Oral Presentation Award (2016). 

(6) 衣笠哲也・岩藤竜飛・立石孝之・宮本直輝：ロボカップ 2016 Japan Open，準優勝，岡山理科大学吉田衣笠

研究室 (2016). 

(7) 衣笠哲也・岩藤竜飛・立石孝之・宮本直輝：ロボカップ 2016 Japan Open，レスキュー実機リーグベストインク

ラス賞モビリティ部門，岡山理科大学吉田衣笠研究室 (2016). 

(8) W. Kobayashi, N. Kato, S. Dohta, T. Akagi and K. Ito: Position Control of Flexible Pneumatic Cylinder Using 

Tiny Embedded Controller with Disturbance Observer, 2016 International Conference on Mechanical 

Engineering and Robotics Research (ICMERR 2016) Best Presentation Award (2016). 

(9) W. Kobayashi, S. Dohta, T. Akagi: Analysis and Modeling of Tap-Water/Pneumatic Drive McKibben Type 

Artificial Muscles, 2016 International Conference on Mechanical Engineering and Robotics Research (ICMERR 

2016) Best Presentation Award (2016). 

(10) Abdul Nasir, T. Akagi, S. Dohta and A. Ono: Static Analysis On Suitable Arrangement of Tubes of Low-cost 

Control Valve Using Buckled Tube, 2015 3rd International Conference on Intelligent Mechatronics and 

Automation Best Paper Award (2015). 

(11) 岩藤竜飛・宮本直輝・衣笠哲也・吉田浩治：ロボカップ 2015 Japan Open，レスキュー実機リーグ，日本ロボ

ット学会賞レスキュー実機リーグ，岡山理科大学吉田衣笠研究室，フレキシブルシングルラインクローラ構造

と独自のモーション制御技術 (2015). 

(12) 金枝敏明：OUS フォーラム 2015 奨励賞 (2015). 

(13) Y. Matsui, T. Akagi and S. Dohta: Development and Control of Flexible Spherical Actuator for Portable 

Rehabilitation Device, 2014 International Conference on Robotics and Mechatronics Excellent Oral 

Presentation (2014). 

(14) 大野 歩・赤木徹也・堂田周治郎・アブドル ナシル：チューブの屈曲を利用した低コスト・ウェアラブルサー

ボ弁の改良，平成 26 年春季フルードパワーシステム講演会 学生の部・最優秀講演賞(大野 歩)， (2014). 

(15) 衣笠哲也：柔軟全周囲クローラ(FMT)，竸基弘賞，学術業績賞 (2014). 

(16) 藤本真作・吉田浩治・松井拓磨：走行環境を考慮した電動車いすの計測と制御，OUS フォーラム 2014 奨

励賞 (2014). 

(17) Y. Fujiwara, S. Dohta, T. Akagi and Y. Tsuji: Development of Portable Fluid Pressure Source Using Low 

Boiling Point Liquid and Its Application, The 6th International Forum on Systems and Mechatronics, ”

Mechatronics in Fluid Power” Session’s Best Paper Award (2014). 

(18) 二町健太・林良太・余永・衣笠哲也・天野久徳：SI2013 優秀講演，可撓性シャフトで複数の駆動輪を連結し

た小型探査用ロボットの改良 (2013). 

(19) Best Technical Paper Award: Highly commended paper, K. Tokuda, T. Hirayama, T. Kinugasa, T. Haji, and H. 

Amano: Covered area detection based on brightness change of inner camera images for crawler robot, 

International Conference on Climbing and Walking Robots 2013, pp.51-59 (2013). 

(20) 衣笠哲也・土師貴史・吉田浩治・天野久徳・林良太・徳田献一・入部正継：SI2012 優秀講演，柔軟全周囲ク

ローラ RT04-NAGA の高速走行特性 (2012). 

(21) V. Kroumov: Special Contribution Award, 2012 IEEE International Conference on Advanced Mechatronic 

Systems (ICAMechS 2012) (Tokyo) (2012). 

(22) 森本早斗志・藤本真作: 走行環境を考慮したパワーアシスト車いすの開発－スロープ角の動的推定法と

適応制御系設計－, 第 17 回知能メカトロニクスワークショップ，優秀講演賞 (2012). 
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(23) 藤本真作・森本早斗志：走行環境を考慮したパワーアシスト車いすの制御，OUS フォーラム 2012 奨励賞 

(2012). 

（ テーマ２ ）【環境改善による QOL の向上】 （ 全 31 件掲載 ） 
(1) 橋本嘉昭・日野実・村上浩二・斉藤研・金谷輝人：機械特性とリサイクル性に優れたカーボン強化マグネシ

ウム合金の開発, 日本金属学会第 39 回技術開発賞，(2016). 

(2) 橋本嘉昭・日野実・斉藤研・村上浩二・金谷輝人：カーボン強化マグネシウム合金の開発と実用化, (財)素形

材センタ―第 32 回素形材産業技術賞奨励賞，（2016） 

(3) K. Kuwagi, A. Kogane, H. Hirano, A. Bin Alias and T. Takami: Best Paper Award, The 3rd International 

Conference on Mechanical Engineering Research, (2015) 

(4) 桑木賢也・高見敏弘・株式会社アールフロー：粉体を含む熱流動数値シミュレーション，OUS フォーラム

2015 奨励賞，(2015). 

(5) 草野圭弘・土井章・福原実：平成 26 年度日本セラミックス協会功労賞, (2015) 

(6) 金谷輝人・永田教人・日野実・村上浩二・中川惠友・堀川敬太郎：Al-4%Ge 合金の疲労強度に及ぼす表面

組織と水素の影響，軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2015). 

(7) 築山訓明・村上浩二・永田教人・金谷輝人・日野実：アルミニウム合金の電解研磨に伴う表面形状変化，軽

金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2015). 

(8) 永田教人・村上浩二・日野実・金谷輝人：車載用アルミニウム合金‐エンジニアリングプラスチック接合技術

の開発，軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2015). 

(9) 水戸岡豊・山田功作・永田員也・日野実・金谷輝人：インサート材を用いた異種材料間のレーザ接合技術の

開発, 日本金属学会第 38 回技術開発賞，(2015). 

(10) 笠 展幸：岡山理科大学 学長表彰 (2014) 

(11) 吉田 寛，笠 展幸，勝田 智宣：村川技術奨励賞 (2014) 

(12) 笠 展幸：（公財）岡山県産業振興財団から感謝状 (2014) 

(13) 草野圭弘・土井章・福原実：第９回村川技術奨励賞 (2014) 

(14) 金谷輝人・永田教人・山西琢磨・井端千恵・村上浩二・日野実：車載用アルミニウム合金‐エンジニアリング

プラスチック接合部材の開発， OUS フォーラム 2014 奨励賞，(2014). 

(15) 橋本嘉昭・村上浩二・日野実・金谷輝人：カーボン強化マグネシウム合金の開発，軽金属学会中国四国支

部技術賞，(2014). 

(16) 村上浩二・岡野雅子・永田教人・日野実・金谷輝人：工業用純アルミニウム上すずめっき膜の密着性とウィ

スカ発生，軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2014). 

(17) 日野実・金築秀樹・金谷輝人：Al-Mg-Zn 合金及び AC4CH 合金鋳物への無電解 Ni-P めっきに対する金属

組織の影響，日本鋳造工学会中国四国支部片島賞，(2014). 

(18) 草野圭弘・土井章・福原実：軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2013) 

(19) 金谷輝人：軽金属学会名誉会員，(2013). 

(20) 金谷輝人・進藤航・中川惠友・福原実・日野実 ・村上浩二・永田教人：Al-Mg-Si 系合金の疲労特性に及ぼ

す表面・結晶粒界近傍組織の影響，軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2013). 

(21) 村上浩二・日野実・永田教人・金谷輝人：アルミニウム合金中のマグネシウム・銅・亜鉛が無電解ニッケル

‐りんめっきに与える影響，軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2013). 

(22) 村上浩二・日野実・牛尾将志・横溝大地・金谷輝人：Formation of Zincate Films on Binary Aluminum Alloys 

and Adhesion of Electroless Nickel-Phosphorus Plated Films, 軽金属学会中国四国支部論文賞, (2013). 

(23) 中川惠友・辻伸泰・寺田大将・中野聡彦・カイニルニザム・金谷輝人:ARB 加工により作製された超微細粒

Al-0.5%Si-0.5%Ge 合金の時効挙動, 軽金属学会中国四国支部論文賞, (2013). 

(24) 平野博之：OUS フォーラム 2012 奨励賞(2012) （＊２７） 

(25) 松下大輔・国立保健医療科学院・古河産業株式会社：岡山リサーチパーク研究・展示発表会 産学官連

携推進賞, (2012) 

(26) 金谷輝人・中川惠友・村上浩二・日野実：Al-Si 系合金の表面析出組織に及ぼす繰返し引張応力の影響，

軽金属学会中国四国支部「研究・開発奨励賞」受賞, (2012). 

(27) 村上浩二・日野実・永田教人・金谷輝人：高純度二元系アルミニウム合金への亜鉛置換・無電解ニッケル-

りんめっき，軽金属学会中国四国支部研究・開発奨励賞, (2012). 

(28) 水戸岡豊・日野実・橋本嘉昭・金谷輝人：レーザ光を利用したマグネシウム市中スクラップのリサイクル，

岡山リサーチパーク研究・展示発表会産学官連携推進賞, (2012). 

(29) 日野実・水戸岡豊・村上浩二・浦上和夫・永瀬寛幸・金谷輝人：Effect of Aluminum Surface on Laser 

Joining between 1050 Aluminum Sheet and Polypropylene Resin Sheet Using Insert Materials, 軽金属学会中

国四国支部論文賞, (2012). 

(30) 中川惠友・金谷輝人・辻伸泰・寺田大将・増井敏明、佐藤泰彦：Effect of Aging Treatment on Ultra-Fine 
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Grains and Si Phase in Al-0.5%Si Alloy Fabricated by ARB Process, 軽金属学会中国四国支部論文賞, 

(2012). 

(31) 永田教人・井端千恵・金築秀樹・河合定夫・村上浩二・日野実・金谷輝人：めっきに適した新規鋳造用アル

ミニウム合金の開発，表面技術協会関西支部第 14 回関西表面技術フォーラム優秀講演賞，（2012）． 

＜ 研究成果 ＞ 
（ テーマ１ ）【生活支援機器による QOL の向上】 （ 全 9 件掲載 ） 
金枝敏明：人工関節の現状と表面処理, メカニカル・サーフェス・テック，2013 年 12 月号(17) 20−23(2013). （解

説） 

金枝敏明：難削材加工の医療アプリケーション—人工関節用金属材料の精密切削, 砥粒加工学会誌，56(12) 

813−816(2012). （解説） 

衣笠哲也・吉田浩治：NHK 福井放送局，「救助用のロボットの競技会」2015.1.13. 

衣笠哲也・吉田浩治：福井新聞，「災害時頼れる救助ロボット集結 敦賀で操作実演、ヘビ型に驚き」2015.1.12. 

衣笠哲也 (2014/01)神戸新聞，競基弘賞受賞関連記事 

藤本真作：電動車いすの動的計測とパワーアシスト制御, 平成 25 年度 第 2 回医療福祉機器研究交流会 

(2013.9.27). （公開講座） 

藤本真作：電動車いす（移動体）を測り、制御する, H25 年 1 月度 ORIC 交流会・セミナー, (2013). （公開講座） 

金枝敏明：金属だけの人工股関節，山陽新聞平成 24 年 5 月 25 日朝刊. 
藤本真作：「パワーアシスト車いす」の高機能化の記事，山陽新聞・山陽 Web News，2012 年 11 月 11 日朝刊 
（ テーマ２ ）【環境改善による QOL の向上】 （ 全 16 件掲載 ） 
吉田 寛，笠 展幸，勝田 智宣：「インホイールモータを特長とする次世代電気自動車の開発」山陽技術雑誌，

Vol.62，pp.3-9，2015 年 4 月 （＊２１） 

金谷輝人：アルミニウム合金・樹脂‐接合強度を向上，日刊工業新聞に掲載（2015.1.28）． 

日野 実，村上浩二，金谷輝人：接着に向けての金属の表面処理技術，接着の技術誌，33(4),  13-19 (2014). 

（解説） 

金谷輝人：アルミニウム合金の表面近傍の時効組織と機械的性質，軽金属，64(3), 98-105 (2014).  （解説） 

金谷輝人，福原実：岡山理科大の研究力「材料工学って？」テレビせとうち OA（2014.8.13）． 

笠 展幸：RSK イブニング 5 時「Let's エンジョイ サイエンス！」身近な科学④電気自動車のふしぎ」，山陽放送

(2014 年 8 月 7 日 17:00～17:50)  

笠 展幸：「理大の研究力－パワーエンジニアリングって？」，テレビせとうち(2014 年 7 月 30 日 22:48～22:54) 

日野 実，村上浩二，西條充司，金谷輝人：マグネシウム合金へのリン酸塩陽極酸化処理とその適用，マグネ

シウム，42(1), 9-13 (2013).  （解説） 

日野 実，村上浩二，堀 誉裕，金谷輝人：マグネシウム及びマグネシウム合金の表面処理とその耐食性，防

錆管理，57(7), 1-8 (2013).  （解説） 

市川貴之，金谷輝人，堀川敬太朗，村上浩二：特集「固体中の水素と材料特性」によせて，日本金属学会誌，

77(12), 551 (2013).  （解説） 

日野 実，村上浩二，金谷輝人：マグネシウム合金の前処理，表面技術，64(12), 650-655 (2013).  （解説） 

笠 展幸：岡山県政広報テレビ番組「将来のくるまはどんなかたち ～おかやま次世代自動車技術研究開発プ

ロジェクト～」，テレビせとうち(2013 年 9 月 8 日 13:30～14:00)  （＊２１） 

笠 展幸：「新事業開拓に向けて今も前進中！備後・井笠地域の電子関連産業～平成 25 年度第 1 回「電子デ

バイス事業化フォーラム」開催報告～」、中国経済産業局、旬レポ中国地域 2013 年 8 月号 

笠 展幸：「岡山 EV 世界に発信」山陽新聞(2013 年 5 月 23 日)  

D. Matsushita, T. Kumakawa, I. Ichikawa, R. Odawara, E. Isokawa, T. Yamashita: Management of medical staff 

utilizing sensing technology: Development of a nursing activities measurement method with ultrasound 

positioning, 保健医療科学, 第 62 巻, 第 1 号, pp.68-80, (2013) （解説） 

＜ 外部資金獲得状況 ＞ 
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（ テーマ１ ）【生活支援機器による QOL の向上】 （ 全 15 件掲載 ） 
衣笠哲也 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「歩行機の振動特性を巧みに利用した適応
力の高い 3 次元 2 足動歩行の実現」，2014.4-2016.3, 研究代表者，5,070 千円（直接経費 3,900 千
円，間接経費 1,170 千円） 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 若手研究（B）「球面踵部，扁平足およびバネ足関節を持
つ 3 次元受動歩行の安定解析とその実現」，2011.4-2014.3, 研究代表者，4,420 千円（直接経費
3,400 千円，間接経費 1,020 千円） 

吉田浩治 
日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「軸重計による高速走行車両の高精度軸重

値推定法確立のための小型実験装置による研究」，2010.4-2013.3, 研究代表者，4,420 千円（直接

経費 3,400 千円，間接経費 1,020 千円） 

藤本真作 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「電動車いすの２次元傾斜モデルとその制

御系設計に関する研究」，2013.4-2016.3, 研究代表者，5,070 千円（直接経費 3,900 千円，間接経

費 1,170 千円） 
日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 若手研究（C）「走行環境の認識による電動車いすの高機

能化に関する研究」，2010.4-2013.3, 研究代表者，4,550 千円（直接経費 3,500 千円，間接経費

1,050 千円） 
クルモフ バレリー 

公益財団法人ちゅうごく産業創造センター，受託研究 「電磁駆動式ダイヤフラム型流体ポンプの実用化

研究」，2013.4-2014.3，1,000 千円（直接経費 910 千円,間接経費 90 千円） 

金枝敏明 

帝人ナカシマメデイカル株式会社，共同研究，「人工股関節」，2016 年度 ，500 千円 

ナカシマメデイカル株式会社，共同研究，「人工股関節」，2014 年度 ，500 千円 

有限会社 エスク，受託研究，「マグネシウム合金チューブ製インプラントのダイヤモンドライクカーボン

(DLC)コーティングの表面物性評価」，2014 年度，540 千円 

ナカシマメデイカル株式会社，共同研究，「人工股関節」，2013 年度 ，500 千円 

有限会社 エスク，受託研究，「マグネシウム合金チューブ製インプラントの材料物性評価」，2013 年度，

630 千円 

ナカシマメデイカル株式会社，共同研究，「人工股関節」，2012 年度 ，500 千円 

有限会社 エスク，受託研究，「マグネシウム合金チューブ製インプラントの材料物性評価」，2012 年度，

525 千円 

赤木徹也 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「使い捨て可能な低コスト・ウェアラブル空気

圧制御機器の開発と改良」，2016.4-2019.3, 研究代表者，4,680 千円（直接経費 3,600 千円，間

接経費 1,080 千円） 
日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「低コスト・ウェアラブル空気圧制御機器の

開発と性能改善」，2012.4-2015.3, 研究代表者，5,330 千円（直接経費 4,100 千円，間接経費

1,230 千円） 
（ テーマ２ ）【環境改善による QOL の向上】 （ 全 14 件掲載 ） 
笠 展幸 

（株）戸田レーシング、2014.9～2015.1、 
「HEV,EV 用モータ評価用試験装置に関する研究」 
700 千円(直接経費 630 千円、間接経費 70 千円) 

岡山県産業振興財団、2014.6～2015.3、 
「電気自動車用モーター駆動用インバータの小型・高効率化に関する研究」 
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1,300 千円(直接経費 1,170 千円、間接経費 130 千円)  

岡山県産業振興財団、2013.6～2014.3、 
「過変調制御によるモータの消費電力の低減に関する研究」 
1,300 千円(直接経費 1,170 千円、間接経費 130 千円)  

岡山県産業振興財団、2012.6～2013.3、 
「インバータ制御システムの研究開発」 
1,100 千円(直接経費 990 千円、間接経費 110 千円)  

平野博之 
文部科学省，科学研究費補助金 基盤研究(C) 「ソーラーポンドを用いた太陽熱有効利用による農作物

栽培施設の省電力化」，2012.4-2013.3，研究代表者，1,170 千円（直接経費 900 千円 間接経費 270
千円） 

桑木賢也 
日本学術振興会，科学研究費補助金 基盤研究（B）「惑星探査ロボットの走行性能評価のための PEPT

による紛体三次元解析」，2012.4-2016.3，18,720 千円 （直接経費 14,400 千円  間接経費 4,320
千円） 

株式会社アールフロー，共同研究「放射性物質を含む廃棄物焼却の燃焼シミュレーション」，

2013.12-2014.11，4,620 （直接経費 4,158 千円  間接経費 462 千円） 
株式会社アールフロー，共同研究 「代表粒子モデルを用いた焼却炉内の熱流動数値シミュレーション」，

2012.11-2013.2，500 千円 （直接経費 455 千円  間接経費 45 千円） 
後藤義明 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「空間把握を促進する触知案内図の表示方
法に関する研究」，2012.4-2014.3, 研究代表者，5，070 千円（直接経費 3,900 千円，間接経費 1,170
千円） 

大阪ガス株式会社，受託研究 「ドレンレールのつまずき性など安全性評価」，2014.4-2015.3，3,500 千円 

（直接経費 3,150 千円 間接経費 350 千円） 
關正憲 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C）「浸炭鋼の転動疲労寿命向上に対応した水
中キャビテーションピーニングに構築」，2015.4-2018.3, 研究代表者，4,810 千円（直接経費 3,700 千
円，間接経費 1,110 千円） 

松下大輔 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 基盤研究（C） 「岡山県内避難者の持続的定住の要因の
研究」，2015.4-2018.3, 研究代表者， 4810 千円（直接経費 3,700 千円，間接経費 1,110 千円） 

日本学術振興会，科学研究助成基金助成金 若手研究(B) 「岡山県母子避難世帯の生活実態と定住意
向の研究」 2013.4-2015.3, 2080 千円（直接経費 1,600 千円，間接経費 480 千円） 

一般財団法人日本建設情報総合センター , ＢＬＥによる建物内の人員行動計測技術の開発 , 
2015.9-2016.8, 1,960 千円 

＜ 特 許 ＞ （ 全 9 件掲載 ） 
笠 展幸 

特願 2016-203970, 「交流モータの制御方法及び制御装置」, 2016 年 （＊２１） 
河村実生 

特願 2016-155465, 「超電導回転機」, 2016 年 
特願 2015-109433, 「超伝導モーター及び超伝導発電機」, 2016 年 
第 5700445 号, 「超伝導モーター」 2015 年 2 月 
第 5669059 号, 「超伝導モーター又は超伝導発電機」 2014 年 12 月 

福原実 
第 5622140 号, 「複合粒子を含む紛体及びその製造方法」  2014 年 10 月 

金枝敏明 他 1 名 
第 5967873 号， 「人工股関節」，2016 年 8 月 （＊３０） 
第 5473130 号， 「人工股関節」，2014 年 4 月 （＊３０） 

平野博之 他 1 名 
第 5504526 号， 「マイクロリアクターを用いてスラグ流を形成する方法」，2014 年 5 月 

クルモフ バレリー，笠 展幸 他 2 名 
第 5514974 号， 「ポンプ」，2014 年 6 月 

＜ 企業との連携実績 ＞  （ 全 7 件掲載 ） 

吉田浩治，衣笠哲也 
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有限会社ナカタテクスタ 

「柔軟全周囲クローラの開発」 

クルモフ バレリー 
みのる産業株式会社 

「農業用ロボットの研究開発」、相談 
「電磁駆動ダイヤフラムポンプの研究開発」 

中国ゴム工業株式会社 
「電磁駆動ダイヤフラムポンプの研究開発」 

共和ファインテック株式会社 
「電磁駆動ダイヤフラムポンプの研究開発」 

平野博之 
株式会社化繊ノズル製作所 

「マイクロ流路を用いた交互流の生成」 

桑木賢也 

株式会社アールフロー 

「放射性物質を含む廃棄物焼却の燃焼シミュレーション」 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

テーマ１とテーマ２に遊離が見られる。両者を結びつける拠点としての考え方やそれに沿った

研究連携が必要である。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

テーマ１とテーマ２の間の連携を図るため、外部から講師を招き勉強会を開催した。勉強会を

契機に研究者間の討論を行った。中間評価後に行った勉強会は以下の通りである。 

(1) 2014 年 11 月 6 日米国 Rutgers, The State University of New Jersey, Mechanical and 

Aerospace Engineering, Zhixiong James Guo 教授 

(2) 2014 年 12 月 10 日 ポーランド The Czestochowa University of Technology Deputy Head 

of the Department of Energy Engineering, Rafal Pawel KOBYLECKI 准教授 

(3) 2015 年 3 月 5 日サイバネットシステム社 郭 蕾氏 

(4) 2016 年 6 月 10 日株式会社ナノ・キューブ・ジャパン 中崎 義晃氏 

(5) 2016 年 8 月 3 日 IKOMA ロボテック株式会社 生駒 徹志氏、コアテック株式会社 谷本 

圭司氏 

(6) 2016 年 9 月 22 日公益財団 岡山県産業振興財団 吉田 寛氏 

 

また、研究の進め方やプロジェクト終了後の展開について以下の日程で検討会や会議を行

った。 

(1) 2014 年 10 月 23 日 

(2) 2014 年 12 月 3 日 

(3) 2015 年 11 月 11 日 

(4) 2015 年 12 月 3 日 

(5) 2015 年 12 月 24 日 

(6) 2016 年 3 月 1 日 

(7) 2016 年 4 月 28 日 

(8) 2016 年 5 月 26 日 

(9) 2016 年 6 月 23 日 

(10) 2016 年 7 月 28 日 

(11) 2016 年 11 月 8 日 

(12) 2017 年 2 月 27 日 
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１６ （千円）

331001

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

0 0355,931

0

0

42,030

0

0

0

0

42,654

0

0

0

42,678

0

0

166,238 189,693

0

0 0

114,160 92,146 0 0 0 0

52,078 97,547

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

24,269 17,761

24,179 18,353

装 置

52,078 97,547

装 置 0

施 設

研究費

平
成
2
7
年
度

設 備

装 置

設 備

総
額

23,036 19,642

00

研究費

設 備

研究費

0

149,625

平
成
2
8
年
度

装 置

施 設

施 設

装 置

206,306

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1201041

19,448 16,964

設 備

平
成
2
5
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設

42,532

0

0

0

149,625

36,412

0

研究費

装 置

設 備

平
成
2
4
年
度

施 設

平
成
2
6
年
度 研究費

施 設

総 計

23,228 19,426



（様式2）

331001法人番号

１７
（千円）

㎡
㎡
㎡
㎡
㎡

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

H28年度
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 生活支援機器によるQOLの向上

FORTUS360mc-S造形システム H24年度 FORTUS360mc-S ABS-M30対応 1 517

補助主体

私学助成

私学助成
私学助成
私学助成

補助主体

2,233

私学助成

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

器具、機械部品、試薬等

支　出　額
積　　算　　内　　訳

私学助成

0
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

Power Lab システム、スキャナ式レンジセンサ等
洋図書

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
0

15

計

計

15

2,248

研究資料
研究測定2,233

2,248

16,800

学会参加費・装置修理代 414

16,800

1,687
講演会

送料 5

国内外出張費
381

215
1,687

889

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

0

0

国内外研究打合せ旅費
講師謝礼、講師交通費等、HP作成他
学会等参加費・装置修理代

電気代・水道代等

215

教育研究経費支出

実験材料
電気・水道代等

20 10,101ZPS-3D 1 6,734超音波3次元ロケーションシステムZPS-3D H24年度

13,20913,209
光　熱　水　費

光学干渉計観測・計測システム H24年度 MZ4-150,Photron:FASTCAM SA5 1 450 23,772 15,610
H24年度

15,120

115 38,325 25,550

FZASTCAM SA-X model 324K-C1K 1 50
19,950 12,649

超高分解能電界放出計走査電子顕微鏡システム H24年度 SU8010システム 1

22,680

0

10
468
10

20001

34,797 21,884

1
1H18年度 GenerationⅡ

177.10
183.98

ウォータージェット加工機
元素分析装置付走査電子顕微鏡 H18年度 JSM6490

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

（研究装置）

使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数 事業経費 補助金額

0

222,424
1,590,201

911,936

17,325 0
13,028 0

1H18年度 QMAX:2626 Jet Machining Center

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積 研究室等数

0
0

計

16,117 0
47,187

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

負担・修繕・賃借等
報酬・委託料

414

報告書印刷代、チラシ等印刷代

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
889

印刷費
5 報告書送料

金　　額

研究支援推進経費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

6チャンネル人工股関節検査システム

ハイスピードデジタルビデオ収録システム H24年度

DANTEC Dynamics 1 520

H19年度 HIS-6-1000,SHS-15-800,RKE1500A-V

マイクロPIV計測システム

印刷製本費
旅費交通費

381

24

超深度カラー３D形状測定顕微鏡

（研究設備）

整備年度

計

通信運搬費

S46年度
H8年度
H19年度

型　　番

年　　　度

B１号館（旧：27号館）
C３号館（旧：20号館）
C８号館（旧：4号館） 4

5
7687.00

3
5
7

事業経費施　設　の　名　称



（様式2）

331001法人番号

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 生活支援機器によるQOLの向上

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 生活支援機器によるQOLの向上

計 0

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書

計 1,863

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 1,863 機器備品 1,863 スキャナー式レンジセンサー、切削動力計他

教育研究経費支出

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 20,548 20,548

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 209 講師謝礼等 209 講師謝礼、講師交通費他
866 学会参加費等 866

印刷製本費 26 報告書印刷 26 報告書印刷代他
旅費交通費 3,954 旅費交通費 3,954 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

（負担・修繕費等） 学会等参加費・装置修理代

光　熱　水　費 1,277 電気・水道代 1,277 電気・水道代等
通信運搬費 11 報告書送料 11 報告書送料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 14,205 実験用器具・材料 14,205 器具、機械部品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 26

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0 0

計 1,979 1,979

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 1,979 研究測定 1,979 自律走行ロボットPeople Bot

教育研究経費支出

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 21,567 21,567

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 398 講演会 398 講師謝礼、講師交通費他
（　　　　　　　） 2,729 学会参加費・装置修理代 2,729 学会等参加費、装置修理費

印刷製本費 63 印刷費 63 報告書印刷代他
旅費交通費 4,350 国内外出張費 4,350 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

光　熱　水　費 1,255 電気・水道代等 1,255 電気・水道代等
通信運搬費 5 送料 5 報告書送料他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,767 実験材料 12,767 器具、機械部品等

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容



（様式2）

331001法人番号

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 生活支援機器によるQOLの向上

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 生活支援機器によるQOLの向上

計 0

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 0

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 21,390 21,390

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 142 講師謝礼等 142 講師謝礼、講師交通費他
（負担・修繕費等） 2,992 学会参加費等 2,992 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 16 報告書印刷 16 報告書印刷代他
旅費交通費 4,466 旅費交通費 4,466 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

光　熱　水　費 1,119 電気・水道代 1,119 電気・水道代等
通信運搬費 3 報告書送料 3 報告書、研究資料送料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,652 実験用器具・材料 12,652 器具、機械部品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0

計 6,434 6,434

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 6,434 6,434 レーザー加工機一式、自律型ヒューマノイドロボット他

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 16,255 16,255

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 476 講師謝礼等 476 講師謝礼、講師交通費他
（負担・修繕費等） 1,767 学会参加費等 1,767 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 28 報告書印刷 28 報告書印刷代他
旅費交通費 3,616 旅費交通費 3,616 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

光　熱　水　費 1,305 電気・水道代 1,305 電気・水道代等
通信運搬費 11 報告書送料 11 報告書送料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,052 実験用器具・材料 9,052 器具、機械部品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



（様式2）

331001法人番号

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 環境改善によるQOLの向上

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 環境改善によるQOLの向上

計 0

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 142 研究資料 142 和図書、洋図書

計 4,356 4,356

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 4,214 研究測定 4,214 エアージェットクリスタルクーラー、リアルタイムデバッガ

教育研究経費支出

計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 14,630 14,630

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 345 講演会 345 実験装置仮設・撤去費用等
（負担・修繕費等） 115 学会参加費・装置修理代 115 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 0 0
旅費交通費 2,494 国内外出張費 2,494 国内外研究打合せ旅費

光　熱　水　費 1,389 電気・水道代等 1,389 電気代・水道代等
通信運搬費 14 送料 14 研究資料送料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,273 実験材料 10,273 器具、機械部品、窒素、標準ガス、試薬等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 25

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 4 研究資料 4 和図書

計 2,870 2,870

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 2,866 研究測定 2,866 インテリジェント・バイポーラ電源2台、トルク検出器等

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 14,494 14,494

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,042 講演会 1,042 実験装置仮設・撤去費用等
負担・修繕・賃借等 257 学会参加費・装置修理代 257 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 0 印刷費 0
旅費交通費 2,451 国内外出張費 2,451 国内外研究打合せ旅費

光　熱　水　費 1,136 電気・水道代等 1,136 電気代・水道代等
通信運搬費 0 送料 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,608 実験材料 9,608 器具、機械部品、窒素、標準ガス、試薬等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 24



（様式2）

331001法人番号

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 環境改善によるQOLの向上

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 環境改善によるQOLの向上

計 0

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 11 和図書 11 和図書

計 886 886

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 875 カラー高速度カメラ 875 カラー高速度カメラ一式

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 19,103 19,103

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,215 講演会 1,215 講師謝礼、講師交通費他
（負担・修繕費等） 237 学会参加費・装置修理代 237 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 32 報告書作成 32 報告書等印刷代他
旅費交通費 3,730 国内外出張費 3,730 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

光　熱　水　費 1,446 電気・水道代等 1,446 電気・水道代等
通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,443 実験材料 12,443 器具、機械部品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 61 洋図書 61 洋図書

計 2,059 2,059

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 1,998 計測システム 1,998 モーター負荷特性計測システム１式

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 18,184 18,184

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,344 講演会 1,344 講師謝礼、講師交通費他
（負担・修繕費等） 141 学会参加費・装置修理代 141 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 0 0
旅費交通費 2,804 国内外出張費 2,804 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

光　熱　水　費 1,414 電気・水道代等 1,414 電気・水道代等
通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,481 実験材料 12,481 器具、機械部品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 26



（様式2）

331001法人番号

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 環境改善によるQOLの向上

計 0

ポスト・ドクター 0
研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 0

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0
（兼務職員）

計 20,640 20,640

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,796 講演会 1,796 講師謝礼、講師交通費他
（負担・修繕費等） 477 学会参加費・装置修理代 477 学会等参加費・装置修理代

印刷製本費 0 0
旅費交通費 2,722 出張旅費 2,722 国内外研究打合せ旅費、学外出席旅費等

光　熱　水　費 1,080 電気・水道代 1,080 電気・水道代等
通信運搬費 19 資料送付 19 研究資料送料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 14,546 実験器具・材料 14,546 器具、機械部品等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28
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